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製品中 PFOA 分析について、
大幅に低濃度まで測定できるようになりました 
PFOA 分析に用いる測定装置 LC-MS/MS の新機種導入により、報告下限値が 5ppm から

10ppb（試料による分析阻害のない場合）へ大幅に低濃度まで測定できるようになり

ました。（分析方法：CEN/TS 15968:2010 準拠） 

令和元年 10月１日から4日にかけて、残留性有機汚染物質を国際的に規制するストックホルム条約

による規制対象物質について検討を行う「残留性有機汚染物質検討委員会」（POPRC）の第 15 回

会合がイタリアのローマで開催されました。 

 

本会合では、ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS）とその塩及び PFHxS 関連物質について、

リスク管理に関する評価及び POPs 条約上の位置付け(製造・使用等の「廃絶」)について検討され、

個別の適用除外なしで、条約上の廃絶対象物質（附属書A）への追加を締約国会議（COP）に勧告する

ことが決定されました。 

また、デクロランプラス並びにその syn-異性体及び anti-異性体並びにメトキシクロルについて

は、提案国から提出された提案書について、残留性、濃縮性、長距離移動性及び毒性等を審議した

結果、附属書 D のスクリーニング基準を満たすとの結論に達し、次回の POPRC に向けて

リスクプロファイル案を作成する段階に進めることが決定されました。 

 

今後の予定として、POPRC 次回会合（POPRC16）は令和 2 年 9 月中旬にローマで開催される予定

です。POPRC15 及び POPRC16 の結果を踏まえた第 10回締約国会議（COP10）は令和 3年 4月末から

5 月初めにかけてケニアで開催される予定です。 

COP での決定の後、各加盟国は、対象物質について製造、使用等を規制することになります。

日本では、「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）」等によって規制されること

になります。  

 

当社では、有機フッ素化合物（PFOS、PFOA）の分析に対応しております。お気軽にお問合せ下さい。 
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